
　

 
積
丹
地
域
森
林
整
備

　▲左から水
つ る

流所長（札幌水源林整備事務所）、松井町長、
　　牧野署長（石狩森林管理署）

　

社
会
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
、
将
来
を
見
通
す
こ
と
が
難

し
く
、
ま
た
、
地
域
の
活
力
の

衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
今
日
、
地

域
の
活
性
化
を
担
う
人
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
に
、
教
育
長
に

再
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
、

そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」

と
の
考
え
方
の
も
と
、
第
５
次

積
丹
町
総
合
計
画
を
基
本
に
積

丹
町
教
育
大
綱
に
沿
っ
て
教
育

行
政
の
執
行
に
当
た
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
情
報
化

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進

展
し
、
予
測
が
困
難
な
時
代
に

お
い
て
も
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
て

い
く
力
を
ど
の
よ
う
に
身
に
付

け
る
か
、
ま
た
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
教
育
と
し
て
何
が

で
き
る
の
か
、
日
々
の
学
び
の

成
果
を
「
知
の
循
環
」
と
し
て

ど
の
よ
う
に
活
か
す
の
か
と
い

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
精
一
杯
努
力
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

法
改
正
に
よ
り
「
教
育
委
員
長
」

の
職
が
な
く
な
り
、
教
育
長
が
教

育
委
員
会
の
代
表
と
な
り
ま
す
。

【
ご 

挨 

拶
】

略歴
昭和 29 年３月 旭川市生まれ

昭和 53年北海道教育庁入庁。後志・

留萌・日高教育局などの勤務を経

て、道教育庁学校教育局高校教育

課学校制度専門参事などを歴任。

平成 26 年２月 積丹町教育委員会

教育長に就任。（１期目）

今回法改正後、初代の教育長（２

期目）に就任。

教育長に 十
そ

 河
ご う

 昌
ま さ

 寛
ひ ろ

 氏 （２月19日就任）

　

民
国
連
携
に
よ
る
共
同
施
業

　
の
効
果
を
目
指
す

　 

積
丹
林
道
（
野
塚
～
余
別
）
の

　
　
活
用

　

北
海
道
森
林
管
理
局
石
狩
森
林

管
理
署
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森

林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
整
備
セ

ン
タ
ー
札
幌
水
源
林
整
備
事
務

所
、
積
丹
町
の
３
者
に
よ
る
第
３

期
「
積
丹
地
域
森
林
整
備
推
進
協

定
」
締
結
の
調
印
式
が
、
３
月
19

日
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
北
海
道
初
、
全

国
で
２
番
目
の
協
定
と
し
て
平

成
20
年
11
月
に
、
国
有
林
と
町
有

岸
・
余
別
の
奥
地
へ
と
続
く
国
有

林
道
「
積
丹
林
道
」
と
の
接
続
が

実
現
し
た
ほ
か
、
第
２
期
で
は
、

更
に
面
積
を
拡
充
し
て
、
間
伐
や

路
網
整
備
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、

着
実
に
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
「
伐
採
木
の
共
同
販
売
」・「
森

　
林
環
境
教
育
」
の
推
進
も

　

第
３
期
の
協
定
で
は
、「
余
別

団
地
」
の
国
有
林
面
積
を
５
３
９

㏊
追
加
拡
充
し
、
５
年
間
の
間
伐

等
も
１
３
０
㏊
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
路
網
の
共
同
活
用
、

伐
採
木
の
共
同
販
売
や
事
業
者
の

コ
ス
ト
低
減
を
試
み
る
新
事
業
の

着
手
、
自
然
災
害
時
の
林
道
の
活

用
の
ほ
か
、
共
同
施
業
団
地
内
の

森
林
や
路
網
を
活
用
し
た
自
然
体

験
、
森
林
施
業
体
験
な
ど
の
森
林

環
境
教
育
も
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
３
者
間
の
連

携
を
深
め
、
森
林
保
全
活
動
を
含

め
た
森
林
整
備
の
一
層
の
推
進
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。

～
３
者
連
携
の
森
林
整
備
～

 
推
進
協
定
を
締
結

林
の
分
収
造
林
地
が
隣
接

す
る
３
地
区
、
合
計
１
，

０
２
０
㏊
で
森
林
共
同
施

業
団
地
を
設
定
し
、
民
有

林
と
国
有
林
連
携
の
森
林

整
備
推
進
協
定
を
締
結
。

国
と
町
が
相
互
に
利
用
で

き
る
作
業
路
網
の
整
備

で
、
間
伐
な
ど
の
効
率
化

や
コ
ス
ト
削
減
が
図
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
路
網
整
備
が
遅

れ
て
い
た
「
余
別
団
地
」

と
、
野
塚
か
ら
西
河
・
来
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地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⑦

地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⑦

～
地
域
資
源
の
有
効
活
用
を
目
指
し
て
～

　

「
積
丹
Ｇ
Ｉ
Ｎ
」
の
夢

　
　

　 

㈱
積
丹
ス
ピ
リ
ッ
ト
設
立

　

１
つ
目
の
地
方
創
生
事
業
『
積
丹

の
気
候
風
土
を
生
か
し
た
「
ス
ピ
リ
ッ

ツ
開
発
」
に
よ
る
し
ご
と
創
生
事
業
』

の
「
積
丹
Ｇ
Ｉ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

報
告
会
及
び
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
交
流
会
」

（
町
地
域
活
性
化
協
議
会
主
催
）
が
３

月
２
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
町
議
会
議
員
や
関
係
機
関
な
ど
約

60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
構
成
団
体
で
あ
る
実

の
な
る
杜
推
進
協
議
会
代
表
岩
井
宏

文
氏
か
ら
は
、
積
丹
Ｇ
Ｉ
Ｎ
開
発
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
開

発
事
業
を
平
成
30
年
度
に
事
業
化
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
原
料

や
レ
シ
ピ
の
開
発
、
蒸
留
施
設
・
設
備

の
検
討
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

見
え
て
き
た
具
体
的
な
商
品
構
成
や

事
業
計
画
の
案
、
資
金
調
達
計
画
な
ど

を
紹
介
し
、
３
月
16
日
に
は
ジ
ン
会
社

「
㈱
積
丹
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
の
設
立
、
平

成
32
年
中
の
開
業
を
目
指
し
た
い
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
積
丹
産
」
の
新
た
な
価
値

　
　

期
待
も
高
ま
る

　

ま
た
当
日
は
、
積
丹
Ｇ
Ｉ
Ｎ
の
提
唱

者
で
あ
る
煙
山
泰
子
氏
が
積
丹
Ｇ
Ｉ

Ｎ
の
研
究
の
た
め
に
収
集
し
た
積
丹

産
や
北
海
道
産
ボ
タ
ニ
カ
ル
の
サ
ン

プ
ル
と
、
そ
れ
ら
を
漬
け
込
ん
だ
「
ボ

タ
ニ
カ
ル
浸
漬
酒
」を
披
露
し
ま
し
た
。

　

町
で
獲
れ
た
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
新

芽
や
キ
ハ
ダ
の
実
な
ど
を
漬
け
込
ん

月
17
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
町
議
会
議
員
や
関
係
機
関
な
ど
約

60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
カ
ネ
カ
（
東
京
都
）
の
藤

井
健
志
氏
は
、
昨
年
９
月
～
12
月
に
町

在
住
者
30
名
が
参
加
し
た
健
康
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

３
ヶ
月
の
間
、
還
元
型
コ
エ
ン
ザ
イ
ム

Ｑ
10
の
摂
取
と
還
元
型
コ
エ
ン
ザ
イ

ム
Ｑ
10
を
付
加
し
た
パ
ン
や
お
餅
な

ど
を
食
べ
て
も
ら
っ
た
結
果
、
血
中
濃

度
や
寝
付
き
の
満
足
度
、
身
体
の
痛
み

や
疲
労
感
の
緩
和
、
自
律
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
な
ど
、
多
く
の
改
善
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
内
農
水
産
物
の
コ
エ
ン
ザ

イ
ム
Ｑ
10
含
有
量
の
分
析
結
果
で
は
、

エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
や
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

の
肝
臓
、
鮭
の
い
ず
し
に
な
ど
に
コ
エ

ン
ザ
イ
ム
Ｑ
10
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
栗
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
京
・

日
本
橋
院
長
栗
原
毅
氏
に
よ
る
、「
積

丹
町
の
皆
さ
ま
だ
け
に
そ
っ
と
お
教

え
し
ま
す
～
元
気
で
長
生
き
す
る
生

活
術
～
」
と
題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
は
、
現
在
は
予
防
医
療
を
真
剣

に
考
え
る
時
代
と
し
て
、
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
の
健
康
の
あ
り
方
を
伝

え
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

積
丹
町
を
元
気
に
す
る

　 

応
援
力

　
が
集
結

　

ま
た
こ
の
日
は
、
㈱
カ
ネ
カ
監
修
の

も
と
、
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
ビ
ス
ト
ロ
メ

ナ
ー
ジ
ェ
（
札
幌
市
）
と
小
樽
朝
里
ク

ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル
（
小
樽
市
）
の
協
力
を

得
て
、
ブ
リ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
や
甘
エ

ビ
の
ス
ー
プ
、
カ
ボ
チ
ャ
の
ニ
ョ
ッ
キ

グ
ラ
タ
ン
な
ど
、
積
丹
町
の
農
水
産
物

の
中
で
コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
10
含
有
量

の
多
い
も
の
や
、
コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
10

付
加
食
品
に
よ
る
メ
ニ
ュ
ー
案
を
披

露
し
、
参
加
者
全
員
で
試
食
、
町
内
農

水
産
物
を
活
用
し
た
健
康
食
開
発
の

可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

だ
「
北
海
道
ボ
タ
ニ
カ
ル
」
は
、「
積

丹
の
自
然
を
感
じ
さ
せ
る
香
り
」
な
ど

の
声
が
あ
り
、
未
来
の
ジ
ン
へ
の
期
待

の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
試
食
会
で
は
、

美
国
観
光
ハ
ウ
ス
・
お
宿
か
さ
い
・
食

事
処
純
の
店
・
な
ご
み
の
宿
い
い
田

の
町
内
４
事
業
者
が
開
発
に
参
加
し
、

ウ
ニ
や
タ
コ
な
ど
の
積
丹
産
食
材
を

使
っ
た
12
の
料
理
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
料
理
の
美
味
し
さ
に
参
加
者
か
ら

は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
積
丹
産
食
材
の
新

た
な
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
積
丹
の
素
材
を

新
た
な
視
点
で
見
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
。
漁
家
や
農
家
な
ど
に
声
を

か
け
た
ら
も
っ
と
色
々
な
も
の
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
色
々

な
人
を
巻
き
込
ん
で
み
た
ら
ど
う
か
。」

や「
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
う
。

今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。」
な
ど
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
健
康
」
を
考
え
・
味
わ
い
・

　
楽
し
む
一
日

　

２
つ
目
の
地
方
創
生
事
業
『
積
丹
版

「
健
康
食
」
と
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

に
よ
る
し
ご
と
創
生
事
業
』
の
事
業
報

告
会
「
積
丹
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
３

▲マリアージュ試食会

▲㈱カネカ藤井氏の事業報告
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